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カマアシムシ目の頭部内骨格に関する研究（六脚類）
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　筋肉の付着点や頭部の構造強化に機能する「頭部内骨
格」は、六脚類（広義の昆虫類）の系統進化を議論する
うえでたいへん興味深い構造である。真正昆虫類（外顎
類）の頭部内骨格は、「幕状骨 tentorium」と呼ばれる、
外胚葉性陥入により形成されるクチクラ性の構造であり
（Koch, 2000; Blanke and Machida, 2015）、脱皮時に頭蓋の
クチクラとともに更新される。一方、より原始的な「内
顎類」における頭部内骨格は、幕状骨と同様の機能をも
つが、その起源に関してはコンセンサスが得られていな
い（Folsom, 1900; Snodgrass, 1960; Tuxen, 1964; Matsuda, 
1965; Manton, 1977; François et al., 1992; Koch, 2000, 2001; 
Blanke and Machida, 2015）。中でも、カマアシムシ目の頭
部内骨格は、その微小な虫体サイズ、 頭部の著しい特殊
化から、起源や形成過程の検討が極めて困難である 
(Koch, 2000)。以上のような背景から、カマアシムシ目の
頭部内骨格の起源解明を目指し、発生学的研究を開始し
た。
　これまでの検討により、頭部内骨格は後胚発生の最初
のステージである前幼虫期 prelarvaに完成することが明
らかとなってきた。前幼虫の期間はおよそ 1～2 日である
が、孵化後 24 時間では頭部内骨格は観察されず、その 3 
時間後の孵化後 27 時間になり頭部内骨格の形成が開始
する。幕状骨は外胚葉性上皮から分泌されるため、脱皮
の際、更新されることが知られている。しかしながら、
「内顎類」の頭部内骨格が同様に脱皮により更新される
かなどの知見はない。今回、脱皮直前のカマアシムシ幼
虫の組織学的検討も行えたので、脱皮にともなう頭部内
骨格の更新についても報告する。
　透過型電子顕微鏡による検討から、posterior arm と呼
ばれる内骨格後部が小顎基部正中側の上皮に由来する可
能性が示された。central body と呼ばれる内骨格前部の形
成には、下咽頭腹側方の上皮が関連する一方、小胞輸送

による分泌物の蓄積がみられるなど、結合組織の関与が
示唆された。また、脱皮直前幼虫の組織学的検討におい
て、central body にクチクラ性起源の証拠にもなる、 脱皮
にともなう更新の形跡は認められず、central body が真に
クチクラ性の構造であるかについては疑問が残った。今
後は準薄切片による染色性の違いなどにも着目し、頭部
内骨格の起源をさらに検討していきたい。
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